[bookmark: _GoBack]□関東・東北豪雨災害 資料レスキュー私記 　③
　
茨城史料ネット代表　高橋　修


3、資料レスキューの開始
　
　9月16日の時点で、行方不明者15人の安否は確認された。生活再建に向けて必死で取り組む住民のことを考えると、まだ現地入りするのは早すぎるかもしれない。一方で浸水被害という状況には、大量の家財道具とともに古文書等の資料が早期に処分されてしまう懸念もある。難しい判断が必要になった。
　そうしたなか、茨城史料ネットの事務局は、とにかくこの時点で現地に入るという決断をした。人命の問題がひとまず解決したこのタイミングで現地入りすれば、救える資料もあるかもしれない。現地の厳しい反応等も当然予想されるが、強いメンタルをもってやり切るしかない。
　この間に、添田先生が、旧水海道市時代の1977年の文書所在目録等を参考に、浸水地域の古文書所蔵者をロードマップ上に落とす作業を済ませていた。あわせて資料所在調査を行う際のマニュアルや調書の様式も作成してくれていたので、それをもとに現地で資料の被害確認調査を実施する日時を9月18日に決めた。この日から、茨城史料ネット事務局は慌ただしく動き出すことになった。
　まず現地に入り調査を実施するには、関係機関の了承と協力が不可欠となる。常総市教育委員会とは一切連絡が取れないので、県文化課を通じて、資料被害確認調査の実施について打診することになった。文化課の尽力により、すぐに市教委の了承をもらうことができた。指定文化財については、すでに県・市であらかた被害状況の確認が進められていたので、未指定の民間の資料に関する被害調査を、ボランティア団体である茨城史料ネットが請け負うカタチを作ることができた。実際に被災地に入った時に、「茨城県・常総市の要請を受けて」と切り出せることは、非常に効果的に働く。大震災の時に、そのことは、身にしみて感じている。
　とにかく時間が無いので、人員は事務局を中心に編成するしかない。添田先生の他、白井哲哉副代表、佐々木啓事務局長補佐が指揮官、その他、経験者を中心に参加者を募ることになった。すでに予定の入っていた私は参加を見送らざるをえない。県立歴史館や茨城地方史研究会にも声をかけるが、やはり平日の参加者は集まらない。公務員試験を数日後に控えていることもあり、大震災以来、茨城史料ネットの活動を支えてきた大学院生たちにも、今回は無理をさせられない。
　東北・関東豪雨災害が発生してすぐに「被災地への資料保全のための資材の提供」をメールニュースで宣言していたが、調べてみると備蓄資材ははなはだ心もとない状況であることが判明する。震災から歳月が経過し、各方面からいただいた支援金も残り少なくなっているので、活動を継続的に行うには、資金面の不安も抱えることになった。
　こうして災害発生から９日目となる9月18日、多くの不安を抱えながらも、茨城史料ネットは、常総市の被災地で、最初の資料レスキュー活動を開始した。なおこの日の活動には、先述の通り高橋は不参加だったので、今回の調査の方針を策定した添田先生に、このメールニュースを通じて当日の様子についての報告をお願いしているので、詳しくはそれに譲りたいと思う。
（転載歓迎　つづく）

⇒東北・関東豪雨災害による資料レスキューに関するお問い合せは、

茨城史料ネット　代表　高橋修　osamu.takahashi.nzn@vc.ibaraki.ac.jp　まで

----------------------------------------------------------------------
[茨城史料ネットの活動資金の御支援のお願い]

当会の文化財・歴史資料の救済・保全活動を御支援ください。下記の通り、郵便振替にてのご送金をお願い申し上げます。

［加入者名］茨城史料ネット　［口座番号］00190-2-672263
---------------------------------------------------------------------- 

********************************
茨城史料ネットワーク事務局　
 茨城大学人文学部添田仁研究室
E-Mail：soeda＠mx.ibaraki.ac.jp
（＠を小文字にして下さい）
********************************
